
宅地の崩落対策の終了に
伴う国の交付金の残額返
還 等 に よ り 前 年 度 比 で
９億円の増（4.8％増）とな
りました。内訳は次ペー
ジのグラフのとおりです。

【３つのお財布（会計）の詳しい数値はこちら】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 円）
会 計 名 平成28年度 増減額（平成27年度比） 増減率
一般会計 200億2,600万 ９億2,200万 4.8％
特別会計 99億5,525万９千 △２億161万１千 △2.0％

国民健康保険事業会計 37億9,078万５千 △3,426万４千 △0.9％
後期高齢者医療会計 ３億5,230万３千 1,352万１千 4.0％

介護保険
事業会計

保険事業勘定 26億1,211万９千 △6,406万１千 △2.4％
介護サービス事業勘定 505万 △643万８千 △56.0％

東海駅西土地区画整理事業会計 １億945万７千 △1,943万２千 △15.1％
東海駅東土地区画整理事業会計 8,401万６千 △2,174万８千 △20.6％
東海駅西第二土地区画整理事業会計 7,167万３千 △463万７千 △6.1％
東海中央土地区画整理事業会計 11億5,132万８千 △２億471万５千 △15.1％
公共下水道事業会計 17億7,793万６千 １億4,016万３千 8.6％
那珂地方公平委員会会計 59万２千 ０ 0.0％

企業会計 33億5,789万７千 △１億4,902万９千 △4.2％
水道事業会計 13億9,224万６千 １億742万３千 8.4％
病院事業会計 19億6,565万１千 △２億5,645万２千 △11.5％

合　　計 333億3,915万６千 ５億7,136万 1.7％

●平成28年度の一般会計予算は200億円（前年度比4.8％増）

一般会計 200億円 企業会計 34億円特別会計 100億円

福祉や教育、道路整備等、
村が行う基本的な仕事の
お金をまとめた会計

国民健康保険や介護保険
等、一般会計と区別が必
要な会計

水道や病院等、利用料金
等による収入で運営して
いる会計

村には３つの財布（会計）があります。
中でも一般会計は、みんなが納めた税金で、村の福祉や保健衛生、環
境保全、道路建設、消防･防災、教育･文化振興等に関する住民サービ
スを行うための中心的な会計なのです。

中央土地区画整理事業費
の減等により、前年度比
で２億円の減（2.0％減）と
なりました。

村 立 東 海 病 院 の 医 療 機
器の更新終了等により、
前 年 度 比 で １ 億 円 の 減

（4.2％減）となりました。

　村の１年間のお金の使い方をまとめた「平成28年度予算」が決まりました。村のお金
は、私たちの生活のためにどのように使われるのか、その概要をお知らせします。なお、
詳細は村公式ホームページでご覧いただけます。※総額に合わせるため、グラフ中の数
値を一部調整している項目があります。

【問い合わせ】企画経営課財政経営担当（☎282-1711 内線1334）

どう使うの？ 東海村のお金

東海村平成28年度予算 今年の東海村は
どうなるのかしら？
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平成28年度予算

●平成28年度一般会計の内訳 前年度と比べると…

村税
119億円

地方譲与税、交
付金等 ９億円

県支出金
９億円

繰入金
13億円

その他
22億円

総務費
40億円

民生費
52億円

農林水産業費
６億円

土木費
34億円

消防費
６億円

教育費
25億円

その他 ２億円

村税　－５億円
固定資産税の減等のため

衛生費
24億円

民生費　＋４億円
学童クラブ運営管理事
業費や、保育所･認定
こども園施設型給付事
業費の増等のため

総務費　＋14億円
事業終了による東日本
大震災復興交付金基金
返還金の増等のため

教育費　－９億円
中丸小学校や東海中
学校の建設費の減等
のため

公債費
７億円

歳入

農林水産業費　＋２億円
東新川改修事業費の増等のため

総額
200億円

国庫支出金
28億円

国庫支出金　＋４億円
臨時福祉給付金給付事業費や都市計画道路の維
持･修繕等に伴う防災･安全交付金の増等のため

議会費 ２億円

繰入金　ー３億円
学校建設や宅地の崩落対策など大規模事業の
終了に伴う基金からの繰入金減のため

●歳出を性質別に見ると…

歳出

総額
200億円

●村民１人当たりに使われるお金は？

行政の運営、
地域自治の推進等

（総務費）

消防活動
（消防費）

約10万6,000円

約１万6,000円

福祉の充実
（民生費）

教育の充実
（教育費）

約13万8,000円

保健衛生･ごみ処理
（衛生費）

村債の返済
（公債費）

約６万4,000円

約１万9,000円

道路や公園等の整備
（土木費）

その他
（議会費、農林水産業費、
商工費等）

約９万円

約３万2,000円

人件費
33億円

（16.4％）

扶助費
25億円

（12.7％）

公債費
7億円

（3.6％）
普通建設
事業費 26億円

（13.2％）

物件費
36億円

（17.8％）

補助費等
40億円

（19.6％）

積立金
４億円（2.0％）

繰出金
23億円

（11.5％）

その他
６億円（3.2％）

義務的経費
65億円

（32.7％）

投資的経費
26億円（13.2％）

その他経費
109億円

（54.1％）

歳出総額
200億円

▼義務的経費（支出が義務付けられているお金）…ほぼ前年度と
同じ

▼投資的経費（インフラ整備等の資本形成のために使われるお
金）…学校建設費等の減により、前年度比で８億円の減

▼その他経費…東日本大震災復興交付金基金の残余額を国へ返
還することなどに伴い、前年度比で約15億円の増

約６万6,000円

※平成28年３月１日現在の住民基本台帳に基づく人口（３万
7,692人）から算出しています。

合計　約53万1,000円

その他（諸収入）　＋13億円
東日本大震災復興交付金基金
残余金（12億円）を経常したため

商工費
２億円

　国の東日本大震災復興交付金を受けて実施してきた
南台･緑ケ丘地区の復興対策工事の終了により、残余
金（12億円）を国へ返還するための予算を計上してお
り、実質的な予算規模は総額188億円となります。

土木費　－２億円
宅地の崩落対策の終
了による減等のため
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○新は、今年度新しくス
タートする事業です。
さっそく見ていきま
しょう！

平成28年度の主な事業

村のお金はどんなことに使われるの？

単位自治会の活動を
継続的に支援します

環境･基盤

4,632万円

“村独自の環境マネジメント
システム”を運用します 260万円

バイオマスの利活用について
検討します 477万円

軽度･中等度難聴児の補聴器購
入費の一部を助成します

福祉

19万円

百塚保育所で、必要な修繕･
備品の整備を行います 4,127万円

村の魅力を
村内外に発信します

広報･広聴

849万円

学童クラブの管理･運営を
行います １億356万円

これまでの単位自治会に対する補助金について、
事務負担の軽減やそれぞれの実情に合わせた運用
のできる制度に見直し、自主的･自発的な活動を
継続的に支援します。

身体障害者手帳交付対象外の軽度･中等度難聴児
に対し、健全な言語の取得や社会性の発達を支援
するため、補聴器購入費の一部を助成します。

保護者の就労支援と児童の健全
育成を図るため、学童クラブに
対し運営費の一部を助成するほか、指
定管理受託者に対する監督･指導を実施
します。

安全･安心な保育環境を維持するため、必要な修
繕や備品等の整備など、百塚保育所の適切な運営
･管理を行います。

「東海村環境基本計画」等を具現化するため、外
部監査と内部監査を用いた

“東海村独自の環境マネジ
メントシステム”を運用し
ます。

本村における合理的･効果的･継続的なバイオマス
利用を推進し、持続可能な社会の実現と二酸化炭
素削減のため、バイオマスの利活用について検討
します。

空き家等の増加を抑制し、
管理不全を解消します 336万円

適切な管理が行われていない空き家等の増加抑
制、管理不全の解消等を促進することにより、生
活環境を保全します。

本村が持つ魅力（住みやすさ、
子育てのしやすさ等）を戦略
的に村外に発信し、交流人口
の拡大や定住人口の確保につ
なげます。

新

まちづくり

新

新

新

新

新
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平成28年度予算

「東海ニューファーマー育成
実践塾」を開催します 93万円

「地域ブランド」づくりの推進に
要する経費を補助します 200万円

“東海村ほしいもブランド”の
確立を目指します 206万円

地産地消のさらなる推進を
図ります 64万円

畑に大麦を作付けする耕作者
に、補助金を交付します 1,463万円

地域資源をＰＲする仕組み
づくりに取り組みます 100万円

子育てママに育児支援グッズ
を贈呈します 403万円

「赤ちゃん教室」（産後
３か月の母子対象）に
来所した母親を対象
に育児支援グッズを
贈呈し、子育てをサ
ポートします。

新規･定年就農希望者等を対象に実践的な講座を
開催し、東海ファーマーズマーケットへの出荷を
目指します。

“東海村ほしいもブランド”の確立を目指し、協
力 農 家･研 究 機 関･村 が
連 携 し、 ほ し い も の 生
産･加工に関する共通マ
ニュアルを作成します。

東海村産農産物のＰ
Ｒと消費者ニーズの
検証を行い、地産地
消のさらなる推進と、
生産者の生産意識の
向上を図ります。

畑地の地力回復や、土壌の風蝕等を抑制する環境
保全のため、冬季に畑に大麦を作付けする耕作者
に対し、補助金を交付します。

東海村観光協会等の関係機関と連携し、地域
資源を活用した仕組みづくりにより、地域経
済の活性化や広域観光に伴う交流人口の拡大
を図ります。

村の地域資源を活用し、商品や
サービスの付加価値向上に取り組
み、「地域ブランド」
づくりの推進に要す
る経費について補助
します。

新

「とうかいヘルスマイレージ」を
実施します 110万円

産業振興

ＪＡ生産部会を
育成します 215万円

海岸防災林の機能を
強化します 831万円

個人の健康づくり活動にポイントを付与し、インセ
ンティブ（動機付け）
を与えることで、各
世代の健康づくり活
動への参加･習慣化を
図ります。

ＪＡ常陸の生産部会の活動を支援し、安定的な生
産、担い手の育成、販売力の強化、地域ブランド
化を目指し、地域農業の振興を図ります。

津波防災機能を持つ松林の保全のため、薬剤散布
や枯れ木の伐倒駆除により、松くい虫の被害拡大
を防止します。

新

新

新

新

新

新

新

新
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